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1. 2023年12月期第2四半期の連結業績（2023年1月1日～2023年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年12月期第2四半期 4,591 △9.3 54 △67.0 155 △38.7 91 △42.6

2022年12月期第2四半期 5,064 71.8 163 165.3 252 75.1 158 122.1

（注）包括利益 2023年12月期第2四半期　　489百万円 （178.2％） 2022年12月期第2四半期　　176百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年12月期第2四半期 42.08 ―

2022年12月期第2四半期 73.36 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年12月期第2四半期 21,298 17,634 81.2

2022年12月期 19,991 17,254 84.6

（参考）自己資本 2023年12月期第2四半期 17,291百万円 2022年12月期 16,922百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年12月期 ― ― ― 50.00 50.00

2023年12月期 ― ―

2023年12月期（予想） ― 50.00 50.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年12月期の連結業績予想（2023年 1月 1日～2023年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 11,000 11.1 30 △79.4 150 △47.7 80 △58.0 37.11

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料９ページ「２． 四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有

の会計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年12月期2Q 3,806,660 株 2022年12月期 3,806,660 株

② 期末自己株式数 2023年12月期2Q 1,650,909 株 2022年12月期 1,650,779 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年12月期2Q 2,155,829 株 2022年12月期2Q 2,156,000 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（3）連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（1）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症に対する規制が

緩和され、社会経済活動の正常化が進み、景気の一部に緩やかな回復の動きがありましたが、資

材価格の高騰や円安の進行等も継続しており、景気の先行きは、依然として不透明な状況となり

ました。

建設業界におきましては、公共投資は底堅く推移いたしましたが、民間設備投資に力強さが戻

らず、また、建設資材価格の高騰、建設技術者・労働者不足の問題も継続しており、引き続き厳

しい状況となりました。

このような状況の中、当第２四半期連結累計期間の当社グループの売上高は、一部工事におい

て着工の遅れ等により 45 億 9 千 1 百万円（前年同四半期比 9.3％減）となりました。 
利益面につきましては、売上高の減少と建設資材の価格高騰の影響等により営業利益は 5 千 4

百万円（前年同四半期比 67.0％減）となり経常利益は 1 億 5 千 5 百万円（前年同四半期比 38.7％
減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は 9 千 1 百万円（前年同四半期比 42.6％減）となりま

した。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。（セグメントごとの経営成績について

は、セグメント間の内部売上高又は振替高を含めて記載しております。）

（建設事業）

受注高は、53 億 2 百万円（前年同四半期比 0.8％減）となりました。売上高は、一部工事にお

いて着工の遅れ等により 44 億 9 千 8 百万円（前年同四半期比 9.0％減）となり、セグメント利

益は、売上高の減少と建設資材の価格高騰の影響等により 2 億 9 千 7 百万円（前年同四半期比

23.2％減）となりました。 
（製造・販売事業等）

主にアスファルト製品の製造・販売で売上高は、2 億 7 千 4 百万円（前年同四半期比 10.9％減）

となり、セグメント利益は、1 千 6 百万円（前年同四半期比 34.0％減）となりました。 

（2）財政状態に関する説明

① 資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末より 13 億 7 百万円増加し

212 億 9 千 8 百万円となりました。増加した主な要因は、前連結会計年度末に比べ工事代金の受

入により現金預金が増加したこと等によるものであります。

負債は、前連結会計年度末より 9 億 2 千 7 百万円増加し 36 億 6 千 4 百万円となりました。増

加した主な要因は、工事代金の受入により未成工事受入金の増加等によるものであります。

純資産は、前連結会計年度末より 3 億 8 千 1 百万円増加し 176 億 3 千 4 百万円となりました。

増加した主な要因は、株価が前連結会計年度末に比べ上昇したことにより、その他有価証券評価

差額金が増加したこと等によるものであります。

この結果、自己資本比率は 81.2％（前連結会計年度末は 84.6％）となりました。 
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② キャッシュ・フローの状況

営業活動によるキャッシュ・フローは、36 億 4 千 9 百万円の増加（前年同四半期は 10 億 3
千 6 百万円の増加）となりました。増加した主な要因は、工事代金の回収により売上債権が減少

したこと等によるものであります。

投資活動によるキャッシュ・フローは、8 千 8 百万円の増加（前年同四半期は 2 千万円の減少）

となりました。増加した主な要因は、有価証券の償還等によるものであります。

財務活動によるキャッシュ・フローは、1 億 8 百万円の減少（前年同四半期は 1 億 9 百万円の

減少）となりました。減少した主な要因は、配当金の支払い等によるものであります。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に

比べ 36 億 2 千 8 百万円増加し、100 億 5 千 1 百万円となりました。 

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2023 年 12 月期の業績予想につきましては、2023 年２月 10 日に公表いたしました業績予想に変更はあ

りません。 
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（4） 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

（税金費用の計算） 

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する

税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計

算しております。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果

となる場合には、法定実効税率を使用する方法によっております。 

 

（会計方針の変更） 

（時価の算定に関する会計基準等の適用） 
「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年6月17日。

以下「時価算定会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価

算定会計基準適用指針第 27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が

定める新たな会計方針を将来にわたって適用することといたしました。なお、当該会計基準適用指

針の適用が四半期連結財務諸表に与える影響はありません。 
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（セグメント情報等） 

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自  2022 年１月１日  至  2022 年６月 30 日) 

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

     (単位：百万円) 

 報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結損益 
計算書計上額 
（注）２  建設事業 

製造・販売 
事業等 

計 

売上高      

外部顧客への売上高 4,943 121 5,064 － 5,064 

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

－ 186 186 △186 － 

計 4,943 307 5,251 △186 5,064 

セグメント利益 387 25 411 △249 163 

（注）１．セグメント利益の調整額△249 百万円には、セグメント間取引消去△5 百万円及び各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△244 百万円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに

帰属しない一般管理費であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

２.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

各報告セグメントに帰属しない「全社資産」において、土地の減損損失を計上しております。 

なお、当該減損損失の計上額は、第２四半期連結累計期間において 2 百万円であります。 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自  2023 年１月１日  至  2023 年６月 30 日) 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

     (単位：百万円) 

 報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結損益 
計算書計上額 
（注）２  建設事業 

製造・販売 
事業等 

計 

売上高      

外部顧客への売上高 4,948 93 4,591 － 4,591 

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

－ 181 181 △181 － 

計 4,498 274 4,772 △181 4,591 

セグメント利益 297 16 313 △260 54 

（注）１．セグメント利益の調整額△260 百万円には、セグメント間取引消去等 1 百万円及び各報告セグ

メントに配分していない全社費用△260 百万円が含まれております。全社費用は、報告セグメント

に帰属しない一般管理費であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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３.　補足情報

受注工事高・売上高・繰越工事高

(連結)

受注工事高 （単位：百万円）

金額 構成比(％) 金額 構成比(％) 金額 率(％) 金額 構成比(％)

官公庁 3,437 96.6 2,290 88.2 △ 1,147 △ 33.4 5,020 93.9

建 土木 民 間 120 3.4 66.5 306 11.8 49.0 185 153.7 325 6.1 49.7

計 3,558 100.0 2,595 100.0 △ 962 △ 27.0 5,345 100.0

設 官公庁 21 1.2 254 9.4 233 - 173 3.2

建築 民 間 1,768 98.8 33.5 2,452 90.6 51.0 684 38.7 5,229 96.8 50.3

事 計 1,789 100.0 2,706 100.0 917 51.3 5,402 100.0

官公庁 3,458 64.7 2,544 48.0 △ 914 △ 26.4 5,193 48.3

業 計 民 間 1,888 35.3 100.0 2,758 52.0 100.0 869 46.0 5,554 51.7 100.0

計 5,347 100.0 5,302 100.0 △ 45 △ 0.8 10,747 100.0

売上高

金額 構成比(％) 金額 構成比(％) 金額 率(％) 金額 構成比(％)

官公庁 2,595 95.8 1,971 93.4 △ 624 △ 24.0 5,241 94.2

建 土木 民 間 112 4.2 54.8 139 6.6 46.9 26 23.5 323 5.8 57.5

計 2,707 100.0 (53.5) 2,110 100.0 (46.0) △ 597 △ 22.1 5,564 100.0 (56.2)

設 官公庁 78 3.5 78 3.3 1 0.7 146 3.5

建築 民 間 2,158 96.5 45.2 2,310 96.7 53.1 152 7.0 3,967 96.5 42.5

事 計 2,236 100.0 (44.2) 2,388 100.0 (52.0) 152 6.8 4,113 100.0 (41.6)

官公庁 2,673 54.1 2,049 45.6 △ 623 △ 23.3 5,387 55.7

業 計 民 間 2,271 45.9 100.0 2,449 54.4 100.0 178 7.8 4,290 44.3 100.0

計 4,943 100.0 (97.6) 4,498 100.0 (98.0) △ 445 △ 9.0 9,677 100.0 (97.8)

製造・販売事業等 121 93 △ 28 △ 23.1 221

合計 5,064 4,591 △ 473 △ 9.3 9,898

繰越工事高

(2022年６月30日) (2023年６月30日) (2022年12月31日)

金額 構成比(％) 金額 構成比(％) 金額 率(％) 金額 構成比(％)

官公庁 3,347 98.5 2,603 92.5 △ 744 △ 22.2 2,284 98.1

建 土木 民 間 50 1.5 52.1 210 7.5 35.2 160 322.3 44 1.9 32.4

計 3,396 100.0 2,813 100.0 △ 584 △ 17.2 2,327 100.0

設 官公庁 0 0.0 260 5.0 260 - 84 1.7

建築 民 間 3,122 100.0 47.9 4,917 95.0 64.8 1,795 57.5 4,774 98.3 67.6

事 計 3,122 100.0 5,176 100.0 2,054 65.8 4,858 100.0

官公庁 3,347 51.3 2,862 35.8 △ 484 △ 14.5 2,368 33.0

業 計 民 間 3,172 48.7 100.0 5,127 64.2 100.0 1,955 61.6 4,818 67.0 100.0

計 6,518 100.0 7,989 100.0 1,471 22.6 7,186 100.0

  至 2022年６月30日)

  至 2022年６月30日)

増 減

前第２四半期
連結累計期間

当第２四半期
連結累計期間

(自 2022年１月１日 (自 2023年１月１日
  至 2023年６月30日)

  至 2023年６月30日)

増 減

(100.0)

(2.0)

増 減

当第２四半期
連結累計期間

前連結会計年度

前第２四半期
連結会計期間末

当第２四半期
連結会計期間末

前連結会計年度

(100.0)

(2.2)

(100.0)

(自 2022年１月１日
  至 2022年12月31日)

(自 2022年１月１日
  至 2022年12月31日)

(自 2022年１月１日 (自 2023年１月１日

前連結会計年度末

前第２四半期
連結累計期間

(2.4)

- 11 -

金下建設㈱(1897)2023年12月期 第２四半期決算短信



(個別)

受注工事高 （単位：百万円）

前事業年度

金額 構成比(％) 金額 構成比(％) 金額 率(％) 金額 構成比(％)

官公庁 3,347 97.2 2,050 88.7 △ 1,297 △ 38.7 4,681 95.6

建 土木 民 間 95 2.8 65.8 261 11.3 46.1 166 173.7 217 4.4 47.5

計 3,442 100.0 2,311 100.0 △ 1,131 △ 32.9 4,897 100.0

設 官公庁 21 1.2 254 9.4 233 - 173 3.2

建築 民 間 1,768 98.8 34.2 2,453 90.6 53.9 686 38.8 5,229 96.8 52.5

事 計 1,789 100.0 2,707 100.0 918 51.3 5,402 100.0

官公庁 3,368 64.4 2,304 45.9 △ 1,064 △ 31.6 4,854 47.1

業 計 民 間 1,863 35.6 100.0 2,715 54.1 100.0 851 45.7 5,446 52.9 100.0

計 5,232 100.0 5,019 100.0 △ 213 △ 4.1 10,300 100.0

売上高

前事業年度

金額 構成比(％) 金額 構成比(％) 金額 率(％) 金額 構成比(％)

官公庁 2,429 96.3 1,779 95.3 △ 650 △ 26.8 4,913 95.8

建 土木 民 間 93 3.7 53.0 88 4.7 43.9 △ 5 △ 5.8 214 4.2 55.5

計 2,522 100.0 (51.7) 1,867 100.0 (42.9) △ 655 △ 26.0 5,128 100.0 (54.2)

設 官公庁 78 3.5 78 3.3 1 0.7 146 3.5

建築 民 間 2,158 96.5 47.0 2,311 96.7 56.1 153 7.1 3,967 96.5 44.5

事 計 2,236 100.0 (45.8) 2,389 100.0 (54.9) 153 6.9 4,113 100.0 (43.5)

官公庁 2,507 52.7 1,857 43.6 △ 649 △ 25.9 5,059 54.7

業 計 民 間 2,251 47.3 100.0 2,399 56.4 100.0 148 6.6 4,182 45.3 100.0

計 4,758 100.0 (97.5) 4,256 100.0 (97.9) △ 502 △ 10.5 9,241 100.0 (97.7)

製造・販売事業等 121 93 △ 28 △ 23.0 221

合計 4,879 4,350 △ 530 △ 10.9 9,462

繰越工事高

前事業年度末

(2022年６月30日) (2023年６月30日) (2022年12月31日)

金額 構成比(％) 金額 構成比(％) 金額 率(％) 金額 構成比(％)

官公庁 3,288 99.3 2,409 92.4 △ 879 △ 26.7 2,138 98.9

建 土木 民 間 24 0.7 51.5 197 7.6 33.5 173 728.0 24 1.1 30.8

計 3,312 100.0 2,606 100.0 △ 706 △ 21.3 2,162 100.0

設 官公庁 0 0.0 260 5.0 260 - 84 1.7

建築 民 間 3,122 100.0 48.5 4,917 95.0 66.5 1,795 57.5 4,774 98.3 69.2

事 計 3,122 100.0 5,176 100.0 2,054 65.8 4,858 100.0

官公庁 3,288 51.1 2,668 34.3 △ 620 △ 18.9 2,222 31.6

業 計 民 間 3,146 48.9 100.0 5,114 65.7 100.0 1,968 62.6 4,798 68.4 100.0

計 6,434 100.0 7,782 100.0 1,348 21.0 7,020 100.0

(2.1)

増 減

(100.0)

前第２四半期
会計期間末

当第２四半期
会計期間末

(100.0)

(自 2022年１月１日
  至 2022年12月31日)

(自 2022年１月１日
  至 2022年12月31日)

(2.3)

  至 2023年６月30日)

(自 2022年１月１日 (自 2023年１月１日
  至 2022年６月30日)

(100.0)

前第２四半期
累計期間

当第２四半期
累計期間

  至 2022年６月30日)

  至 2023年６月30日)

増 減

増 減

(自 2022年１月１日

前第２四半期
累計期間

当第２四半期
累計期間

(自 2023年１月１日

(2.5)
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